
◎教育委員会における保育所及び小中学校適正規模・適正配置に係る意見のポイント

区分

高台移転を行う場合は、中学校の統合後に、現在の羽根中学校の跡地に移転を検討します。

羽 根 昭 和 保 育 所

保育所

教育委員会意見

長期に渡って学校の再開が困難となることが予想されます

中学校統合後に羽根中学校の跡地に高台移転します

羽 根 小 学 校

小学校

元 小 学 校

吉 良 川 小 学 校 現在地に存続します

敷地は予想水位が２ｍ～３ｍ、周辺の地域は３ｍ～５ｍであり、児童や教職員の安全が

確保が難しく、避難経路の水没なども心配されます

室 戸 小 学 校 現在地に存続します

敷地は予想水位が３m～５ｍ、南側は５ｍ～１０ｍ、児童や教職員の安全確保が難し

く、避難経路の水没なども心配されます

校舎北側の斜面は土砂災害特別警戒区域（急傾斜地の崩壊）に指定されています

長期に渡って学校の再開が困難となることが予想されます

令和６年１月１１日　第２回室戸市総合教育会議資料

実施計画（案）

当面の間、統合しません

当面の間、統合しません

当面の間、統合しません

反対意見なし

佐 喜 浜 小 学 校 現在地に存続します

佐 喜 浜 保 育 所

大 谷 保 育 所

反対意見なし

令和７年度からの室戸小学校への統合を検討します



長期に渡って学校の再開が困難となります室戸中学校

○高台に位置している

ため、津波被害の心配

はないと想定される。

○生徒数の減少が今後も見込ま

れ、将来的に統合は避けられな

い。

○複式学級は避けるべき。

○特に意見なし

○特に意見なし ○特に意見なし

○学校周辺や避難路を

含む地域が非常に厳し

い環境に置かれてお

り、生徒や教職員の安

全確保に課題があり、

現在地に残すことは難

しい。

○生徒数の減少が今後も見込ま

れ、将来的に統合は避けられな

い。

○複式学級は避けるべき。

○統合に反対の意見が多い

が、最終的に統合に向けた意

見も一部出されている状況に

ある。

敷地は予想水位が３ｍ～５ｍ、海岸線との間の地域は５ｍ～１０ｍであり、避難経路の

水没なども心配され、生徒や教職員の安全確保に課題があります

避難場所としている校舎北側の斜面は、土砂災害特別警戒区域（急傾斜地の崩壊）に指

定されています

教育委員会意見のポイント

学級数や教職員数の減少による教育課題により、学校運営や生徒に与える影響が懸念さ

れます

統合中学校に統合します

○小規模校ならではの取組を地

域や他の学校と連携して行って

おり、魅力ある学校として、残

しておくことも選択肢の一つで

はないか。

地域の意見を踏まえた観点

○災害発生時の対応に

ついては、室戸中学

校、吉良川中学校に比

べ対応が取りやすい立

地状況にある

○通学距離が長いた

め、通学中の被災の心

配がある。

○学校周辺や避難路を

含む地域が非常に厳し

い環境に置かれてお

り、生徒や教職員の安

全確保に課題があり、

現在地に残すことは難

しい。

実施計画（案）
防災の観点 適正規模の観点

吉良川中学校

統合中学校に統合します

統合中学校に統合します

長期に渡って学校の再開が困難となります

佐喜浜中学校

中学校

区分

学級数や教職員数の減少による教育課題により、学校運営や生徒に与える影響が懸念されます

統合中学校に統合します

羽根中学校

学級数や教職員数の減少による教育課題により、学校運営や生徒に与える影響が懸念されます

敷地は予想水位が５ｍ～１０ｍ、避難経路の水没なども心配され、児童生徒や教職員の

安全確保に課題があります

統廃合の主たる理由

○地域の方の意見も分かる

が、これまでに議論を重ねて

きており、時間もたっている

ことから、今、決める時期に

きている。

○統合に不安や反対の意見が

多い中、今の時点で決めなけ

ればならないのか。

○生徒数の減少が今後も見込ま

れ、将来的に統合は避けられな

い。

○複式学級は避けるべき。


